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系のなかのある原子 1に着目し,その存在確率のフ-リェ成分 ㌔(k,t)- expい k
rl(t)Iを変数にとる〇二Mori-Formalism 7)に従って ps(k,t)に一般化されたランジ
ェバン方捉式をたて,それから自己相関関数Gs(k,t)
Gs(k･t)-<ps(k,t)/ps(k,0)> - <ps(k･t)ps*(k,0)> (2)
について次の運動方塩式を得る｡
d t
















と解かれるo そして ps(k,0)に直交する空間で f(k,0)に対 して同じ方法を用いると
Ms(k,Z)- Is,2/iz+Ms,(k,Z)I (7)





と相互作用による項 Is',2n に 分けられるo これに対 応 して Msl(k,Z)も運動エネルギ







































たo v(r)として12-6の Lennard｣onesポテンシャルをとり次の値を使用した0 8 -
0
119･8oK･ 0-3･405A,T-85･2oK, Po -2･05×1022ncml30これから92(r)の




246,514×1024sec-2である.半値巾 (Ⅳ HM)は図2に示されている｡ 図2では実
J～
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k 2.0 3.0 4.0
wL(k) 5･89 8･56 6･87
S(k) 2.70 0.692 1.12
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